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　ＪＡしまねくにびき女性部の川津支部（部員総数９１人）が、
５月１３日に新たに発足。同日の設立総会には部員５７人が
出席し、規約や活動計画、役員選任などを承認しました。
　同支部は、川津地区の女性部員の交流を深め、農業の発
展に役立とうと、昨秋から設立準備委員会を立ち上げ、部
員の勧誘や規約づくりなどの準備を進めてきました。
　当日は、栗原令本部長、中島和子女性部長も出席。栗原
本部長は「部員９１人という大きな組織となり、川津地区の
力を感じる」と強調。中島部長は「新しい風として、楽しく、
仲良く充実した活動にしてほしい」と、祝辞を述べました。
　役員の選任により、支部長には足立裕子さんが就任。今
後、健康体操や伝統工芸品作りに取り組む予定で、足立支
部長は「メン
バーと団結し
て、多くの人
に楽しんでも
らえるように
精一杯頑張
る」と抱負を
述べました。

　隠岐地区本部は５月２０日、隠岐の島町の隠岐島文化会館
で平成29年度隠岐島乾椎茸品評会を開催し、乾椎茸箱物５
点、普通物２４点の出品がありました。
　今年度の出品物は、秋子・春子の発生時期に降水量が多
く天候に恵まれ、相対的に良品が多く、レベルの高い品評
会となりました。
　最優秀賞には、箱物の部では中村地区の宇野武夫さん、
普通物の部では五箇地区の芳野正彦さんが選ばれました。
　隠岐地区内の乾椎茸については、近年、小葉系主体の作
柄で推移していましたが、今年は雨子が少なめで、品柄は
どんこ系が比較的多く収穫されました。収穫量については、
地域差や個人差はあるものの、多いところでは例年の1.5
～1.6倍も多く収穫される生産者もおられました。価格につ
いては、27年度産から原発事故前の価格に回復し、29年
度産も引き続
き安定した価
格推移となる
ことが予想さ
れています。

　雲南地区本部は「あぐりキッズスクー
ル」を開き、地元の子どもたちに食の大切さや地域の良さ
を伝えています。農業体験や自分たちが植え付けを行った
野菜を収穫し、調理をするなど平成２０年の開校以来、様々
な活動を進めています。
　５月１３日には雲南市木次町の雲南地区本部で、入校式と
併せて田んぼやお米について講座を開きました。その後同
市三刀屋町の藤原陽さんの協力の下、農機具の見学や手植
え体験を行い、地元の幼稚園児から小学６年生まで20人が
参加しました。子どもたちは苗や泥の感触に歓声をあげなが
ら作業をし、昼食では地元のコシヒカリを使ったおにぎりを
頬張りました。
　今年は、稲刈りやじゃがいもの植え付けや収穫など全８回
の講座を開く予定です。
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隠　岐

雲　南
女性部川津支部が設立
91人の部員で「団結」を誓う

平成29年度
隠岐島乾椎茸品評会を開催

地元の児童が農業体験

　安来市立布部小学校の３年生から６年生19人は５月11
日、昔ながらの手作業による田植えを体験しました。この体
験は学校近くの農家である小藤昇さんらが、農業に少しで
も興味を持ってほしいと水田を提供して毎年行っていて、今
年で13年目になります。
　児童は小藤さんとＪＡの職員から、お米づくりの流れや苗
の植え方について学んだ後、一列に並んで田んぼに入り、
白線に書かれた赤い目印に沿ってコシヒカリの苗を丁寧に植
えていきました。
　作業を終えた児童は「真っ直ぐに植えることを目標に頑
張った。家でも手で植えてみたい」と話しました。児童らは
今後、稲刈りやはで干しも体験する予定です。

やすぎ
小学生が農家の協力で
田植えを体験

手植え体験をする児童たち 新たに選任された川津支部の役員
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http://www.facebook.com/unnanja
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